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◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）

年間購読料：2,500円
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通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会
　
　
　
　
　
３
～
６
面

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
　
　
５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
　
６
面

　　　　　

　　
第55回通常総会　平成2７年度全国大会

―  平成2７年７月８日・宇都宮市　―

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　
建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長
　
　
　
　

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長
　

川
崎
水
道
議
連
会
長
　
ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長
　
本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

　
自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

　
水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

　
決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

　
な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進
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年間購読料：2,500円

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

６
月
７
日
（
木
）
正
副
会
長
・
部
長
会
議

６
月
19
日
（
火
）
第
３
３
４
回
理
事
会

７
月
４
日
（
水
）
第
58
回
通
常
総
会
・
平
成
30
年
度

　
　
　
　
　
　
　

全
国
大
会
・
懇
親
会
、
静
岡
市

　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ　

14
時
〜　
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牧
原
厚
生
労
働
副
大
臣
に
大
澤
会
長
と

全
設
研
の
植
田
会
長
が
陳
情

　

本
会
の
大
澤
規
郎
会
長
と

公
立
工
業
高
等
学
校
「
設
備

工
業
科
等
」
の
団
体
で
あ
る

全
国
設
備
工
業
教
育
研
究
会

の
植
田
篤
司
会
長
（
大
阪
府

立
布
施
工
科
高
等
学
校
長
）

は
五
月
二
十
一
日
、
水
道
事

業
促
進
議
員
連
盟
の
幹
事
で

も
あ
る
牧
原
秀
樹
厚
生
労
働

副
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
た
。

陳
情
で
は
、
技
能
検
定
の
資

格
取
得
や
技
能
五
輪
全
国
大

会
へ
の
参
加
は
、
若
年
世
代

に
と
っ
て
本
業
界
へ
の
就
職

等
で
の
動
機
づ
け
に
な
る
な

ど
、
担
い
手
確
保
の
観
点
か

ら
支
援
を
お
願
い
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

当
日
は
、大
澤
会
長
よ
り
、

配
管
職
種
に
お
い
て
、
出
場

選
手
の
い
な
い
都
道
府
県
が

平
成
二
十
九
年
度
で
二
十
七

府
県
あ
り
、
選
手
推
薦
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
行
わ
れ
る
よ
う

に
都
道
府
県
職
業
能
力
開
発

　

富
士
山
が
噴
火
災
害
を
繰

り
返
し
て
い
た
最
古
の
記
録

は
、
八
世
紀
に
遡
る
。
こ
の

頃
の
富
士
山
信
仰
は
、
山
麓

か
ら
山
頂
を
仰
ぎ
見
て
崇
拝

す
る
「
遙
拝
」
と
い
う
形
態

が
と
ら
れ
て
い
た
。
人
々
は

火
の
神
・
浅
間
大
神
に
鎮
火

の
祈
り
を
奉
げ
る
た
め
に
、

山
麓
の
駿
河
（
静
岡
県
）・

甲
斐
（
山
梨
県
）
両
国
に
浅

間
神
社
を
創
建
し
た
と
い

う
。
◆
富
士
山
は
日
本
人
の

自
然
観
や
文
化
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
き
た
。
ユ
ネ
ス

コ
に
よ
っ
て
富
士
山
を
信
仰

の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
と
し

て
、
平
成
二
十
五
年
に
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

富
士
講
に
代
表
さ
れ
る
信
仰

と
、
浮
世
絵
を
始
め
と
す
る

様
々
な
芸
術
を
育
ん
だ
富
士

山
は
、
人
と
自
然
の
共
生
を

象
徴
す
る
未
来
に
受
け
継
ぐ

べ
き
世
界
の
宝
と
さ
れ
て
い

る
。
◆
本
会
の
平
成
三
十
年

度
通
常
総
会
、
全
国
大
会
が

七
月
四
日
、
静
岡
市
の
グ
ラ

ン
シ
ッ
プ
（
静
岡
県
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
）に
て
開
催
さ
れ
る
。「
文

化
創
造
と
交
流
の
拠
点
」
と

し
て
、
静
岡
県
が
設
置
す
る

県
立
複
合
文
化
施
設
で
、
設

計
者
は
日
本
を
代
表
す
る
建

築
家
の
磯
崎
新
氏
。
こ
の
機

会
に
多
く
の
会
員
各
位
に
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
。

全管連
全設研

専
門
工
事
企
業
の
施
工
能
力

「
見
え
る
化
」
の
制
度
構
築
へ

本
格
的
な
検
討
を
開
始

国交省
　

国
土
交
通
省
は
、
専
門
工

事
企
業
の
施
工
能
力
を
見
え

る
化
す
る
た
め
の
議
論
を
行

う
「
専
門
工
事
企
業
の
施
工

能
力
の
見
え
る
化
等
に
関
す

る
検
討
会
」
を
設
置
し
、
四

月
二
十
六
日
に
初
会
合
を
開

催
し
た
。

　

学
識
者
、
元
請
建
設
業
者

団
体
、
専
門
工
事
業
団
体
等

で
構
成
さ
れ
る
同
検
討
会
の

座
長
に
は
蟹
澤
宏
剛
・
芝
浦

工
業
大
学
教
授
が
選
任
さ
れ

た
ほ
か
、
全
管
連
か
ら
大
熊

泰
雄
理
事
・
技
術
部
長
が
委

員
と
し
て
出
席
し
た
。

　

国
交
省
で
は
、
こ
れ
ま
で

十
七
年
度
に
技
能
者
の
能
力

評
価
の
在
り
方
を
検
討
。
能

力
評
価
制
度
の
基
本
的
考
え

方
や
評
価
基
準
等
の
課
題
を

整
理
し
た
。
十
八
年
度
は
、

能
力
評
価
制
度
と
連
動
し
た

企
業
の
施
工
能
力
の
見
え
る

化
に
つ
い
て
制
度
を
検
討
す

る
。

　

今
回
の
初
会
合
で
は
、
①

ど
の
よ
う
な
項
目
・
内
容
を

見
え
る
化
す
る
の
か
、
②
誰

が
ど
の
よ
う
に
情
報
を
管
理

す
る
の
か
、
③
申
請
手
続
き

は
ど
う
す
る
の
か
、
等
の
論

点
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
技
能
者
の

能
力
評
価
基
準
づ
く
り
を
検

討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
設
置
を
承
認
し
た
。

　

現
時
点
に
お
け
る
制
度
の

枠
組
み
と
し
て
は
、
国
が
共

通
の
目
安
や
ル
ー
ル
を
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
し
て
策
定
。
そ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
専
門
工
事
業
団
体
が
そ

れ
ぞ
れ
の
職
種
に
応
じ
て
具

体
的
な
評
価
基
準
を
策
定
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
交
省
で
は
、
次
回
会
合

ま
で
に
、
本
検
討
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
専
門
工
事
業
団

体
に
対
し
、
業
界
の
実
情
を

踏
ま
え
た
意
見
提
出
を
求
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
全
管

連
で
も
見
え
る
化
す
る
項

目
・
内
容
等
や
運
営
実
施
主

体
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
す

る
予
定
で
あ
る
。

―
技
能
五
輪
全
国
大
会
「
配
管
」
職
種
の

　
出
場
枠
の
確
保
、
高
校
生
出
場
枠
の
創
設

　
を
要
望
―

―
技
能
者
と
専
門
工
事
企
業
の
評
価
制
度
の
　

　
構
築
を
担
う
検
討
会
に
全
管
連
が
参
画
―

テ ー マ は「 人 間 の 、 か た ち 。」

パブリックトイレの形状を一から見直し、人が近寄りやすい形状を考えました。

人が使いやすく、建築にも合わせやすいLIXILの新しいパブリックトイレ。

NEW PUBLIC TOILET HL。
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平成３０年

３月２７日（火）

４月２６日（木）

 ・立場ごとの活用方法について ・基準づくりＷＧの設置について
 ・見える化する項目・内容について ・当面の検討課題について

・評価を受ける手続について

アンケート・ヒアリングを実施予定

５月下旬（予定）

 ・誰がどのように見える化するのか ・レベル毎のカードの色について  ・評価基準のイメージ
　（運営主体等）について ・その他　　　　　　　　　　　　など  ・経験や保有資格のポイント　　
 ・情報の管理主体、 化など
　 申請等の手続について　　　など

夏頃

 具体的な基準づくりを検討

年度末まで

　　平成３１年度 専門工事企業の見える化
制度の運用開始

建設技能者の能力評価制度の運用開始

中間とりまとめ

第１回検討会

第２回検討会 基準づくりＷＧ①

ガイドライン等の策定 ガイドライン等の策定

【専門工事企業の施工能力
等の見える化関係】

【建設技能者の能力評価制度関係】

　以降、数回開催

枠組みの提示
 並行して、引き続きＷＧにおいて

今後のスケジュー

協
会
に
指
導
頂
く
よ
う
要
望

し
た
。

　

ま
た
、
全
設
研
の
植
田
会

長
と
小
倉
一
浩
事
務
局
長

（
同
高
等
学
校
建
築
設
備
系

　

指
導
教
諭
）
よ
り
、
工
業

高
校
の
現
場
で
の
資
格
取
得

指
導
に
よ
り
進
路
意
識
の
高

揚
と
学
習
に
お
け
る
成
功
体

験
を
得
て
も
ら
っ
て
い
る
。

技
能
検
定
を
受
験
す
る
生
徒

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
技
能
五
輪
全
国
大
会

へ
の
高
校
生
出
場
枠
の
創
設

を
要
望
し
た
。

今後のスケジュール
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平成３０年

３月２７日（火）

４月２６日（木）

 ・立場ごとの活用方法について ・基準づくりＷＧの設置について
 ・見える化する項目・内容について ・当面の検討課題について

・評価を受ける手続について

アンケート・ヒアリングを実施予定

６月７日（木）

 ・誰がどのように見える化するのか ・レベル毎のカードの色について  ・評価基準のイメージ
　（運営主体等）について ・その他　　　　　　　　　　　　など  ・経験や保有資格のポイント　　
 ・情報の管理主体、 化など
　 申請等の手続について　　　など

夏頃

 具体的な基準づくりを検討

年度末まで

　　平成３１年度

【専門工事企業の施工能力
等の見える化関係】

【建設技能者の能力評価制度関係】

　以降、数回開催

枠組みの提示
 並行して、引き続きＷＧにおいて

専門工事企業の見える化
制度の運用開始

建設技能者の能力評価制度の運用開始

中間とりまとめ

第１回検討会

第２回検討会 基準づくりＷＧ①

ガイドライン等の策定 ガイドライン等の策定

今後のスケジュー
平成３０年

３月２７日（火）

４月２６日（木）

 ・立場ごとの活用方法について ・基準づくりＷＧの設置について
 ・見える化する項目・内容について ・当面の検討課題について

・評価を受ける手続について

アンケート・ヒアリングを実施予定

５月下旬（予定）

 ・誰がどのように見える化するのか ・レベル毎のカードの色について  ・評価基準のイメージ
　（運営主体等）について ・その他　　　　　　　　　　　　など  ・経験や保有資格のポイント　　
 ・情報の管理主体、 化など
　 申請等の手続について　　　など

夏頃

 具体的な基準づくりを検討

年度末まで

　　平成３１年度 専門工事企業の見える化
制度の運用開始

建設技能者の能力評価制度の運用開始

中間とりまとめ

第１回検討会

第２回検討会 基準づくりＷＧ①

ガイドライン等の策定 ガイドライン等の策定

【専門工事企業の施工能力
等の見える化関係】

【建設技能者の能力評価制度関係】

　以降、数回開催

枠組みの提示
 並行して、引き続きＷＧにおいて

今後のスケジュー

平成３０年

３月２７日（火）

４月２６日（木）

 ・立場ごとの活用方法について ・基準づくりＷＧの設置について
 ・見える化する項目・内容について ・当面の検討課題について

・評価を受ける手続について

アンケート・ヒアリングを実施予定

５月下旬（予定）

 ・誰がどのように見える化するのか ・レベル毎のカードの色について  ・評価基準のイメージ
　（運営主体等）について ・その他　　　　　　　　　　　　など  ・経験や保有資格のポイント　　
 ・情報の管理主体、 化など
　 申請等の手続について　　　など

夏頃

 具体的な基準づくりを検討

年度末まで

　　平成３１年度 専門工事企業の見える化
制度の運用開始

建設技能者の能力評価制度の運用開始

中間とりまとめ

第１回検討会

第２回検討会 基準づくりＷＧ①

ガイドライン等の策定 ガイドライン等の策定

【専門工事企業の施工能力
等の見える化関係】

【建設技能者の能力評価制度関係】

　以降、数回開催

枠組みの提示
 並行して、引き続きＷＧにおいて

今後のスケジュー

第
58
回
通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

７
月
４
日
（
水
）
静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　

タ
ー
（
愛
称
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
）

　

14
時　
　
　
　

第
58
回
通
常
総
会

　

15
時
30
分　
　

全
国
大
会

　

17
時
30
分　
　

懇
親
会

（右から）牧原厚労副大臣、大澤全管連会長、
植田全設研会長

（右から）牧原厚労副大臣、大澤全管連会長、
植田全設研会長、小倉同事務局長
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春 の 叙 勲

坂野政孝氏

　

平
成
三
十
年
春
の
叙
勲
受

章
者
が
四
月
二
十
九
日
付
で

発
表
さ
れ
、本
会
関
係
で
は
、

五
名
が
受
章
さ
れ
た
。　

　

国
土
交
通
省
関
係
の
伝
達

瑞
宝
単
光
章

福
山　

睦
男
氏

瑞
宝
単
光
章

坂
野　

政
孝
氏

式
は
五
月
九
日
、
東
京
都
港

区
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
、
石
井

啓
一
大
臣
が
伝
達
を
行
っ

た
。

　

受
賞
さ
れ
た
本
会
関
係
者

の
方
々
の
略
歴
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
古
賀
氏
は
厚
生

労
働
省
関
係
で
受
章
）

○
瑞
宝
単
光
章

　
福
山
　
睦
男
氏
（
全
管
連

推
薦
）

　

会
社
住
所
・
宮
城
県
仙
台

市
、
ウ
エ
ノ
設
備
（
株
）
技

術
部
長
。

　

坂
野
　
政
孝
氏
（
全
管
連

推
薦
）

　

会
社
住
所
・
徳
島
県
吉
野

川
市
、（
株
）
四
電
工 

吉
野

川
営
業
所
所
長
。

　

伊
藤
　
淳
治
氏　

瑞
宝
単
光
章

伊
藤　

淳
治
氏

春 の 褒 章

青
木　

英
一
郎
氏

黄
綬
褒
章

　

平
成
三
十
年
春
の
国
家
褒

章
受
章
者
が
四
月
二
十
九
日

付
で
発
表
さ
れ
、
本
会
関
係

で
は
、
本
会
理
事
・
鹿
児
島

県
連
会
長
の
青
木
英
一
郎
氏

が
、
管
工
事
業
の
業
務
精
励

の
功
績
に
よ
り
黄
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
た
。

　

国
土
交
通
省
関
係
の
伝
達

式
は
五
月
十
五
日
、
東
京
都

千
代
田
区
の
同
省
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
、
秋
元　

司
副
大

青木英一郎氏

臣
が
伝
達
を
行
っ
た
。

　

受
章
さ
れ
た
青
木
氏
の
略

歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
黄
綬
褒
章

　
青
木
　
英
一
郎
氏
（
全
管

連
推
薦
）

　

会
社
住
所
・
鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
、
全
国
管
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
理
事
、
鹿
児

島
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
会
長
、
鹿
児
島
市
管
工

事
協
同
組
合
理
事
長
、
ア
イ

テ
ッ
ク
（
株
）
代
表
取
締
役
。

熊
本
地
震
給
水
装
置
被
害
状
況

調
査
報
告
書
作
成
委
員
会
を
開
催
給工財団

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
（
眞
柄
泰
基
理
事

長
）
は
、
熊
本
地
震
で
の
給

水
装
置
の
被
害
状
況
を
報
告

書
に
ま
と
め
る
た
め
、
五
月

二
十
一
日
、
熊
本
地
震
給
水

装
置
被
害
状
況
調
査
報
告
書

作
成
委
員
会
の
初
会
合
を
開

　

こ
れ
ま
で
同
財
団
で
は
、

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
給

水
装
置
引
込
み
部
の
被
害
状

況
調
査
報
告
書
を
作
成
し
公

表
し
て
き
た
。
今
回
は
、
平

成
二
十
八
年
の
熊
本
地
震
に

お
け
る
給
水
装
置
引
込
み
部

の
被
害
状
況
を
調
査
し
、
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
害

調
査
結
果
も
踏
ま
え
て
、
給

水
装
置
引
込
み
部
の
耐
震
性

向
上
に
向
け
た
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
水
道
事

業
者
の
適
切
な
給
水
管
種
・

構
造
の
選
択
、
資
材
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
品
質
改
良
と
新
た

な
技
術
開
発
、
今
後
の
給
水

装
置
引
込
み
部
の
耐
震
性
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
今
夏
の
と
り
ま
と
め

を
目
指
す
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｐ
か
ら
申
請
書
取
り
寄
せ
可
能

国交省

褒章伝達式

瑞
宝
単
光
章

森
本　

幸
夫
氏

叙勲伝達式

瑞
宝
単
光
章

古
賀　

敬
治
氏

福山睦男氏

森本幸夫氏 伊藤淳治氏

古賀敬治氏

　

会
社
住
所
・
秋
田
県
秋
田

市
、
山
二
施
設
工
業
（
株
）

　

工
事
部
課
長
。

　

森
本
　
幸
夫
氏

　

会
社
住
所
・
兵
庫
県
神
戸

市
、（
株
）
本
庄
商
会　

工

事
部
副
部
長
。

　

古
賀
　
敬
治
氏

　

会
社
住
所
・
福
岡
県
大
川

市
、
大
川
管
工
事
業
協
同
組

合 

理
事
長
。

　

国
土
交
通
省
は
、
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
新

規
登
録
申
請
受
付
開
始
に
伴

建
設
業
振
興
基
金
Ｈ
Ｐ
に
入
力
フ
ォ
ー
ム
設
置

催
し
た
。
官
民

学
の
有
識
者
で

成
る
委
員
よ

り
、
滝
沢
智
・

東
京
大
学
大
学

院
教
授
が
委
員

長
に
選
任
さ
れ

た
ほ
か
、
全
管

連
か
ら
清
原
健

志
・
熊
本
県
連

副
会
長
が
委
員

と
し
て
出
席
し

た
。

い
、
同
シ
ス
テ
ム
の
運
営
主

体
で
あ
る
（
一
社
）
建
設
業

振
興
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kensetsu-

kikin.or.jp/ccus/index.

htm
l

）
に
て
、
技
能
者
情

報
及
び
事
業
者
情
報
の
新
規

登
録
申
請
書
一
式
を
取
り
寄

せ
で
き
る
入
力
フ
ォ
ー
ム
を

設
置
し
た
ほ
か
、
申
請
ガ
イ

ダ
ン
ス
動
画
を
ア
ッ
プ
し

た
。
今
後
の
登
録
申
請
の
本

格
化
に
備
え
る
。

　

詳
細
は
、
基
金
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
又
は
、「
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
お
問
い

合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
」（
平
日

九
時
〜
十
七
時
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇

三
―
六
三
八
六
―
三
七
二

五
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

専門工事企業の施工能力等の見える化に関するとりまとめについて

建設技能者の能力評価のあり方に関する検討会中間とりまとめ（抜粋）
（平成30年３月27日建設技能者の能力評価のあり方に関する検討会）

Ⅲ．今後の進め方

１．専門工事企業の施工能力等の見える化との連動

これまでも述べてきたとおり、建設業は、近い将来、高齢者の大量離職が見込まれることから、中長期的な観点から
の担い手の確保・育成とともに、建設工事に係る施工水準の確保が課題となっている。

そのため、人材育成等に取り組み、施工能力等の高い専門工事企業が、正当に競争するための客観的な指標等を
提供することで、これらの企業の受注機会の拡大を図り、ひいては建設技能者の処遇改善や人材投資の好循環を生
み出すことが重要である。

そのため、建設技能者の能力評価制度の検討と並行して、専門工事企業の施工能力等の見える化についても検討
を開始し、評価項目・内容や評価主体等の検討を進めているところである。

特に、建設技能者の能力評価制度を建設技能者の処遇改善に繋げていくためには、能力評価制度により高い評価
を受けた建設技能者、つまり、高いレベルの建設技能者を抱え、育てる企業が選ばれる環境を整備することが必要で
ある。したがって、「見える化」する対象として、所属する建設技能者の評価や人数に関する項目を設定し、建設技能者
の能力評価制度による評価結果を連動させることが必要である。その際、制度構築の目的を明確にして議論すること
で、業界全体として国民にアピールしていくことが必要であり、ニーズ・信頼に応えうる情報が提供されることが重要で
ある。

この連動により、高いレベルの建設技能者を抱える企業の受注機会が拡大すれば、所属する建設技能者の処遇改
善にも繋がることになる。また、企業は、高い施工能力を示すために、所属する建設技能者への人材投資を行い、また、
高いレベルの建設技能者を雇用し続けるために相応の処遇を行うことが期待される。

（略）

これらの意見も踏まえ、平成３０年度において、専門工事企業の施工能力等を見える化する仕組みの構築について
議論を行う検討会の設置など、「見える化」する項目や手法等についての本格的な検討を進めていく必要がある。



３ ２０１８年（平成30年）６月１日（金曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７２１号（　）

い
。

□
賛
助
会
員
・
新
加
入

◎
第
一
環
境
（
株
）（
代
表

取
締
役
社
長
・
亀
井　

聡
氏
）

　

業
種　

上
下
水
道
料
金
徴

収
業
務
な
ど

　

住
所 

〒
一
〇
七
―
〇
〇

五
二　

東
京
都
港
区
赤
坂
二

―
二
―
一
二
、
電
話
〇
三
―

六
二
七
七
―
七
七
五
〇
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
〇
三
―
六
二
七
七
―
七

七
五
三
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t

t
p

:
/

/
w

w
w

.

daiichikankyo.co.jp/

□
賛
助
会
員
・
退
会
（
五
月

三
十
一
日
付
）

・
沖
縄
ダ
イ
カ
ポ
リ
マ
ー

（
株
） 賛

助
会
員

込
書
作
成
シ

ス
テ
ム
」
を

使
用
し
、
必

要
項
目
を
入

力
後
、
印
刷

し
た
物
を
使

用
す
る
こ

と
。

︱
申
込
受
付
5
月
21
日
～
６
月
29
日
︱

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

　
　
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

30 年度
　

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年

法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
二

十
五
条
の
十
二
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、（
公
財
）
給

水
工
事
技
術
振
興
財
団
は

「
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

者
試
験
」
を
次
の
通
り
実
施

す
る
。

　

試
験
概
要
並
び
に
全
管
連

発
行
の
主
任
技
術
者
試
験
問

題
集
は
下
記
参
照
。

１
、
試
験
期
日

　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
八

日
（
日
）

「
改
訂 

給
水
装
置
工
事
技
術

指
針 

三
刷
」
の
ご
案
内

給
水
工
事
財
団

・
試
験
日
　
10
月
28
日
（
日
）

術
者
向
け
の
専
門
技
術
書
と

し
て
、
ま
た
、
配
管
技
能
者

に
も
活
用
で
き
る
内
容
と
し

て
、「
給
水
装
置
の
構
造
及

び
材
質
の
基
準
に
関
す
る
省

令
」
等
の
法
令
・
通
知
の
改

正
あ
る
い
は
新
た
に
開
発
さ

れ
た
多
様
な
給
水
装
置
の
技

術
に
つ
い
て
、
最
新
の
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

①
発
行　
（
公
財
）
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
。

②
体
裁　

Ｂ
五
判
、
本
編
と

参
考
編
の
二
分
冊
（
ケ
ー
ス

入
り
）。

③
定
価　

六
千
円
（
税
込
）。

※
受
験
者
割
引
価
格　

五
千

円（
税
込
。販
売
期
間
限
定
）。

④
送
料　

財
団
負
担
。

⑤
お
申
込　

全
管
連
に
お
い

て
は
標
記
図
書
を
斡
旋
・
頒

布
中
で
す
。
お
求
め
は
、
全

管
連
所
属
の
地
元
組
合
又
は

全
管
連
ま
で
お
申
込
下
さ

「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
問
題
と

解
説
五
訂
第
四
版
」及
び「
平

成
二
十
五
～
二
十
九
年
度
試

験
問
題
収
録
版
」
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　

全
管
連

　　

全
管
連
に
お
い
て
は
標
記

図
書
を
発
刊
・
頒
布
中
で
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
求
め
は
全
管
連
所
属

の
地
元
組
合
又
は
全
管
連
ま

で
お
申
込
下
さ
い
。

　

全
管
連
に
直
接
お
申
込
の

場
合
は
、
送
料
お
問
合
せ
の

上
、
最
寄
り
の
郵
便
局
で
現

金
書
留
又
は
郵
便
振
替
（
口

座
番
号
〇
〇
一
一
〇
︱
六
︱

八
八
六
一
四
）
を
利
用
し
て

前
金
に
て
お
申
込
く
だ
さ

い
。

〇
「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
問
題

と
解
説
五
訂
第
四
版
」

　

平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の

出
題
内
容
を
精
査
し
、
さ
ら

に
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
発
行
の
「
改
訂 

給
水
装
置
工
事
技
術
指
針 

」

を
参
考
文
献
と
し
て
、
内
容

を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

①
体
裁　

Ｂ
五
判
、
三
百
三

十
二
頁
。

②
定
価　

三
千
六
百
円
（
税

込
）。

③
送
料　

一
冊　

三
百
六
十

円
（
税
込
）。

〇
平
成
二
十
五
年
度
～
二
十

九
年
度
給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
試
験
問
題
収
録
版

　

直
近
五
ヶ
年
（
平
成
二
十

五
年
度
～
二
十
九
年
度
）
の

試
験
問
題
は
、「
技
術
指
針
」

か
ら
の
出
題
頻
度
が
非
常
に

高
く
、
受
験
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
同
書
を
効
率
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
合
格
へ

の
近
道
に
な
る
こ
と
か
ら
、

本
書
で
は
、
直
近
五
ヶ
年
の

試
験
問
題
毎
に
技
術
指
針
の

ど
こ
か
ら
出
題
さ
れ
て
い
る

か
を
表
記
し
、
同
書
と
併
用

し
て
学
習
で
き
る
よ
う
編
集

し
ま
し
た
。

①
体
裁　

Ｂ
五
判
、
二
百
九

頁
。

②
定
価　

三
千
円
（
税
込
）。

③
送
料　

一
冊　

三
百
六
十

円
（
税
込
）。

２
、
試
験
地
区　

北
海
道
、

東
北
、
関
東
、
中
部
、
関
西
、

中
国
四
国
、
九
州
、
沖
縄
。

３
、
受
験
資
格

　

給
水
装
置
工
事
に
関
し
て

三
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を

有
す
る
方
。

４
、
受
験
手
数
料

　

一
万
六
千
八
百
円
。

５
、
受
験
願
書
の
入
手
方
法

　

受
験
申
請
書
類
（
受
験
願

書
、
実
務
従
事
証
明
書
、
一

部
免
除
申
請
書
）
は
、
同
財

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
受
験
申

平
成
31
年
度
水
道
施
設
整
備
費
に

係
る
歩
掛
表
の
要
望
に
つ
い
て

全管連

　

全
管
連
は
、
四
月
二
十
七

日
付
け
で
（
一
社
）
日
本
水

道
工
業
団
体
連
合
会
経
由
で

厚
生
労
働
省
水
道
課
に
表
記

検
討
に
関
す
る
改
定
要
望
書

を
提
出
し
た
。
全
管
連
か
ら

の
主
な
要
望
（
抜
粋
）
は
次

の
通
り
。

１
．
週
休
２
日
に
取
り
組
む

際
の
必
要
経
費
の
計
上

①
週
休
２
日
等
の
現
場
閉
所

の
状
況
に
応
じ
て
、
経
費
の

補
正
を
行
う
。

②
新
た
に
労
務
費
、
機
械
経

費
（
賃
料
）
を
補
正
の
対
象

と
す
る
と
と
も
に
、
間
接
工

事
費
（
共
通
仮
設
費
、
現
場

管
理
費
）
の
補
正
係
数
を
引

き
上
げ
る
。

２
．
交
通
誘
導
警
備
員
の
計

上
方
法
の
改
定

　

交
替
要
員
が
必
要
な
工
事

に
お
い
て
、
割
増
係
数
に
よ

る
積
上
げ
を
廃
止
し
、
配
置

人
数
（
交
通
誘
導
警
備
員
＋

交
替
要
員
）
を
必
要
日
数
計

上
す
る
積
算
に
改
定
す
る
。

３
．
一
般
管
理
費
等
率
の
改

定（理
由
）
国
土
交
通
省
で
は
、

品
確
法
を
踏
ま
え
、
平
成
三

十
年
度
土
木
工
事
・
業
務
の

積
算
基
準
等
を
改
正
し
、
一

般
管
理
費
等
率
の
改
定
を
行

っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
様

の
措
置
を
要
望
す
る
。

４
．「
鋳
鉄
管
切
断
歩
掛
表
」

「（
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
使

用
）」

（
１
）
改
訂
の
趣
旨

　

Φ
二
〇
〇
ま
で
の
鋳
鉄
管

切
断
は
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ

ー
使
用
に
よ
る
も
の
が
殆
ど

で
あ
る
。
作
業
実
態
に
見
合

っ
た
単
価
に
程
遠
く
、
水
道

事
業
体
に
よ
る
調
査
の
下
、

適
正
な
歩
掛
を
要
望
す
る
。

５
．
ナ
イ
ロ
ン
ス
リ
ー
ブ
被

覆
の
歩
掛
の
追
加

　
（
理
由
）
ナ
イ
ロ
ン
ス
リ

ー
ブ
被
覆
の
歩
掛
が
掲
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、
算
出
す
る
場

合
は
既
成
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

ス
リ
ー
ブ
被
覆
の
数
値
を
利

用
し
て
お
り
ま
す
。
発
注
先

の
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
こ

の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ス
リ
ー
ブ

被
覆
の
歩
掛
と
異
な
る
場
合

が
有
り
、
ナ
イ
ロ
ン
ス
リ
ー

ブ
被
覆
の
歩
掛
も
こ
れ
に
準

ず
る
の
一
文
を
加
え
て
頂
く

よ
う
要
望
す
る
。

６
．
水
道
本
管
布
設
作
業
に

携
わ
る
配
管
工
の
労
務
費
調

査
に
関
す
る
要
望

　

労
務
賃
金
に
つ
い
て
は
、

「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
」

の
配
管
工
を
適
用
す
る
と
し

て
い
る
。
当
該
単
価
を
決
め

る
た
め
の
実
態
調
査
の
対
象

は
、
県
発
注
の
建
物
の
設
備

工
事
と
い
う
の
が
実
情
で
、

屋
外
工
事
で
あ
る
水
道
施
設

工
事
に
従
事
す
る
配
管
工
の

賃
金
実
態
を
的
確
に
反
映
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ

い
て
は
、
水
道
布
設
に
従
事

す
る
作
業
者
の
労
務
単
価
を

独
自
に
定
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
そ
の
調
査
を
お
願

い
し
た
い
。

　

ま
た
は
、
各
自
治
体
か
ら

発
注
さ
れ
る
水
道
本
管
布
設

工
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
労

務
費
調
査
の
対
象
に
加
え
る

よ
う
国
土
交
通
省
に
働
き
か

け
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す

る
。

　

な
お
、
平
成
三
十
一
年
度

水
道
施
設
整
備
費
に
係
る
歩

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
で
は
、
標
記
図
書

を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、「
給
水
装
置
工

事
技
術
指
針 

二
刷
（
平
成

二
十
七
年
四
月
刊
行
）」
に

建
設
業
法
、
各
規
格
の
見
直

し
等
の
部
分
修
正
を
行
っ
て

平
成
三
十
年
四
月
に
第
三
刷

と
し
て
発
刊
さ
れ
た
も
の
で

す
。「
二
刷
」
と
「
三
刷
」

の
新
旧
対
照
表
は
財
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kyuukou.or.jp/books/

k
y
u
u
k
o
u
-s

h
is

h
in

.

htm
l

）
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
給
水
装
置
工
事
主
任
技

　

掲
載
期
間
は
五
月
二
十
一

日
（
月
）
十
時
か
ら
六
月
二

十
九
日
（
金
）
十
七
時
ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.kyuukou.

or.jp/

６
、
受
験
願
書
等
の
書
類
の

受
付
期
間
及
び
提
出
先

　

五
月
二
十
一
日
（
月
）
か

ら
六
月
二
十
九
日
（
金
）
消

印
有
効
ま
で
の
間
に
、（
公

財
）
給
水
工
事
技
術
振
興
財

団　

国
家
試
験
部
国
家
試
験

課
（
〒
一
六
三
︱
〇
七
一
二
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　給水装置工事主任技術者試験が国家資格として実施されて以来、多くの会員の皆様からの要望にお応
えして、全管連では平成12年度より「給水装置工事主任技術者試験問題集〈合格への近道〉これならわ
かる問題と解説」を発刊いたしてまいりました。
　おかげ様で大変好評をいただき、今年度も平成29年度までの出題内容を精査し、さらに（公財）給水
工事技術振興財団発行の「改訂 給水装置工事技術指針 二刷」を参考文献として、内容を充実させ5訂第
4版として作成いたしましたのでご案内申し上げます。
　また、直近5ヶ年（平成25年度～29年度）の試験問題は、「技術指針」からの出題頻度が非常に高
く、給水装置工事主任技術者試験を受験される皆さんにとって、同書を効率的に活用することが合格へ
の 近 道 に な る こ と か ら 、『平成 25年度～29年度 給水装置工事主任技術者試験問題収録版』では、特
に直近 5ヶ年の試験問題毎に技術指針のどこから出題されているかを表記し、同書と併用して学習でき
るよう編集しました。併せてご活用ください。

全管連所属の地元組合へお申し込みください。

お申し込み方法

合格への近道

これならわかる問題と解説
5訂第3版

全管連技術委員会　著
B5判 334頁　定価＝3,600円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

第 1 章　試験案内
第 2 章　公衆衛生概論
第 3 章　水道行政
第 4 章　給水装置の概要
第 5 章　給水装置の構造及び性能
第 6 章　給水装置工事法
第 7 章　給水装置施工管理法
第 8 章　給水装置計画論
第 9 章　給水装置工事事務論
第10章　関係法規等

主な内容

合格への近道

給水装置工事主任技術者
試験問題収録版

全管連技術委員会　著
B5判 204頁　定価＝3,000円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

主な内容

第 1 章　出題傾向の分析
第 2 章　平成27年度問題と解説と解答
第 3 章　平成26年度問題と解説と解答
第 4 章　平成25年度問題と解説と解答
第 5 章　平成24年度問題と解説と解答
第 6 章　平成23年度問題と解説と解答
第 7 章　平成9～22年度計算問題と解答
　　　　 を出題分野ごとに抜粋

～「収録版」に技術指針からの出題箇所を表記～

直近
5ヶ年分
収録!!

直近
5ヶ年分
収録!!

給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書
～「収録版」に技術指針からの出題箇所を表記～

　給水装置工事主任技術者試験が国家資格として実施されて以来、多くの会員の皆様からの要望にお応
えして、全管連では平成12年度より「給水装置工事主任技術者試験問題集〈合格への近道〉これならわ
かる問題と解説」を発刊いたしてまいりました。
　おかげ様で大変好評をいただき、今年度も平成28年度までの出題内容を精査し、さらに（公財）給水
工事技術振興財団発行の「改訂 給水装置工事技術指針 二刷」を参考文献として、内容を充実させ5訂第
3版として作成いたしましたのでご案内申し上げます。
　また、直近4ヶ年（平成25年度～28年度）の試験問題は、「技術指針」からの出題頻度が非常に高
く、給水装置工事主任技術者試験を受験される皆さんにとって、同書を効率的に活用することが合格へ
の近道になることから、『平成24年度～28年度 給水装置工事主任技術者試験問題収録版』では、直近
4ヶ年の試験問題毎に技術指針のどこから出題されているかを表記し、同書と併用して学習できるよう
編集しました。併せてご活用ください。

全管連所属の地元組合へお申し込みください。

お申し込み方法

合格への近道

これならわかる問題と解説
5訂第4版

全管連技術委員会　著
B5判 332頁　定価＝3,600円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

第 1 章　試験案内
第 2 章　公衆衛生概論
第 3 章　水道行政
第 4 章　給水装置の概要
第 5 章　給水装置の構造及び性能
第 6 章　給水装置工事法
第 7 章　給水装置施工管理法
第 8 章　給水装置計画論
第 9 章　給水装置工事事務論
第10章　関係法規等

主な内容

合格への近道

給水装置工事主任技術者
試験問題収録版

全管連技術委員会　著
B5判 209頁　定価＝3,000円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

主な内容

第 1 章　出題傾向の分析
第 2 章　平成29年度問題と解説と解答
第 3 章　平成28年度問題と解説と解答
第 4 章　平成27年度問題と解説と解答
第 5 章　平成26年度問題と解説と解答
第 6 章　平成25年度問題と解説と解答
第 7 章　平成9～24年度計算問題と解答
　　　　 を出題分野ごとに抜粋

～「収録版」に技術指針からの出題箇所を表記～

直近
5ヶ年分
収録!!

直近
5ヶ年分
収録!!

給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書
～「収録版」に技術指針からの出題箇所を表記～

掛
表
要
望
の
詳
細
は
、
全
管

連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
月
号
に
掲

載
を
予
定
し
て
い
る
。

　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二

︱
七
︱
一
小
田
急
第
一
生
命

ビ
ル
十
二
階
）
に
原
則
と
し

て
郵
送
に
て
提
出
す
る
こ

と
。

※
詳
し
く
は「
受
験
の
案
内
」

（
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

を
参
照
の
こ
と
。
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管
工
事
業
者
数
８
万
４
４
５
４
社
で

前
年
度
比
プ
ラ
ス
０
・
６
％

︱
平
成
30
年
３
月
末
現
在
︱

千
二
百
九
十
二
業
者
で
、
前

年
同
月
比
千
四
十
業
者（
〇
・

二
％
）
の
減
少
。
特
定
建
設

業
の
許
可
を
取
得
し
て
い
る

業
者
は
四
万
五
千
十
六
業
者

で
、
前
年
同
月
比
五
百
七
十

四
業
者
（
一
・
三
％
）
の
増

加
。

　

管
工
事
業
者
数
は
八
万
四

千
四
百
五
十
四
業
者
で
、
前

年
同
月
比
四
百
八
十
六
業
者

（
〇
・
六
％
）
の
増
加
と
な

っ
た
。

　

水
道
施
設
工
事
業
者
数
は

八
万
二
千
五
百
九
十
七
業
者

で
、
前
年
同
月
比
四
百
四
十

九
業
者
（
〇･

五
％
）
の

増
加
と
な
っ
た
。
土
木
工
事

業
者
数
は
十
二
万
九
千
九
百

七
十
八
業
者
で
、
前
年
同
月

比
九
百
五
十
四
業
者
（
〇･

七
％
）
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

前
年
同
月
に
比
べ
て
取
得

業
者
数
が
増
加
し
た
許
可
業

種
は
二
十
四
業
種
と
な
っ
て

お
り
、
増
加
率
は
解
体
工
事

業
が
百
一
二
・
六
％
と
最
も

高
く
な
っ
た
。

　

管
工
事
業
、
水
道
施
設
工

事
業
、
土
木
工
事
業
の
内
訳

は
次
の
と
お
り
。

１
、
管
工
事
業

　

一
般
建
設
業
者
七
万
五
千

三
百
六
十
二
（
前
年
同
月
七

万
五
千
八
十
二
）
業
者
、
特

定
建
設
業
者
九
千
九
十
二

（
同
八
千
八
百
八
十
六
）
業

者
、
大
臣
許
可
業
者
三
千
四

百
二
十
（
同
三
千
三
百
六
十

四
）
業
者
、
知
事
許
可
業
者

数
八
万
千
三
十
四
（
同
八
万

　

国
土
交
通
省
は
、
五
月
九

日
、
平
成
三
十
年
三
月
末
現

在
の
建
設
業
許
可
業
者
数
調

査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
詳

細
は
全
管
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
五

月
九
日
付
）
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

　

建
設
業
法
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
建
設
業
の
許

可
を
受
け
て
い
る
業
者
数

は
、
四
十
六
万
四
千
八
百
八

十
九
業
者
で
、
前
年
同
月
比

五
百
六
十
五
業
者
（
〇
・
一

％
）
の
減
少
と
な
っ
た
。
一

般
建
設
業
の
許
可
を
取
得
し

て
い
る
業
者
は
四
十
四
万
二

六
百
四
）
業
者
。

２
、
水
道
施
設
工
事
業

　

一
般
建
設
業
者
六
万
千
九

百
五
十
三
（
同
六
万
千
八
百

八
十
一
）
業
者
、
特
定
建
設

業
者
二
万
六
百
四
十
四
（
同

二
万
二
百
六
十
七
）
業
者
、

大
臣
許
可
業
者
三
千
百
十
五

（
同
三
千
五
十
三
）
業
者
、

知
事
許
可
業
者
数
七
万
九
千

四
百
八
十
二
（
同
七
万
九
千

九
十
五
）
業
者
。

３
、
土
木
工
事
業

　

一
般
建
設
業
者
十
万
二
千

七
百
七
十
七
（
同
十
万
三
千

九
百
八
十
六
）
業
者
、
特
定

建
設
業
者
二
万
七
千
二
百
一

（
同
二
万
六
千
九
百
四
十
六
）

業
者
、
大
臣
許
可
業
者
四
千

五
百
九
十
九
（
同
四
千
五
百

四
十
六
）
業
者
、
知
事
許
可

業
者
数
十
二
万
五
千
三
百
七

十
九
（
同
十
二
万
六
千
三
百

八
十
六
）
業
者
。

国交省

業種別許可業者数の推移

　

厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活

衛
生
局
水
道
課
は
、
平
成
二

十
八
年
度
給
水
人
口
と
水
道

普
及
率
（
平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日
現
在
）
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。
詳

し
く
は
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
hlw
.go.

jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/topics/bukyoku/

kenkou/suido/database/

kihon/

）
を
参
照
し
て
下

さ
い
。

　

給
水
人
口
は
、
上
水
道
一

億
二
千
二
十
二
万
九
千
六
百

四
十
三
人
（
前
年
度
比
二
十

三
万
三
千
四
百
五
人
増
）
、

簡
易
水
道
三
百
六
十
九
万
五

千
百
八
十
七
人
（
同
三
十
四

万
千
六
百
二
十
五
人
減
）
、

水
道
普
及
率
97
・
９
％

厚労省

専
用
水
道
三
十
八
万
七
千
五

百
八
十
三
人
（
同
一
万
七
千

六
十
六
人
増
）
で
合
計
一
億

二
千
四
百
三
十
一
万
二
千
四

百
十
三
人
と
な
り
、
前
年
度

比
で
九
万
千
百
五
十
四
人
が

減
少
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
水
道
普
及

率
は
前
年
度
と
同
率
の
九

七
・
九
％
と
な
っ
た
。
（
平

成
二
十
八
年
度
は
、
東
日
本

大
震
災
等
の
影
響
で
福
島
県

の
一
部
市
町
村
に
お
い
て
給

水
人
口
の
デ
ー
タ
が
提
出
で

き
て
い
な
い
。
）

　

な
お
、
水
道
普
及
率
は
総

給
水
人
口
／
総
人
口
、
総
給

水
人
口
＝
上
水
道
人
口
＋
簡

易
水
道
人
口
＋
専
用
水
道
人

口
と
し
て
算
出
し
て
い
る
。

建
設
業
許
可
業
者
数
調
査
の
結
果

―
給
水
人
口 

前
年
度
比
９
・
１
万
人
減
―
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建
設
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
建
ト
レ
」
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開

　
︱
�22
職
種
の
基
礎
的
技
能
等
を
ス
マ
ホ
・

　
　
パ
ソ
コ
ン
で
手
軽
に
無
料
で
利
用
可
能
︱

国交省

　

本
会
で
は
、
各
支
部
所
属

の
会
員
単
組
を
対
象
に
「
管

工
事
組
合
に
お
け
る
水
道
分

野
の
業
務
受
託
等
の
状
況
に

つ
い
て
」
の
調
査
を
実
施
中

で
す
。

　

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
更
新
制
を
導
入
す
る
こ

と
等
を
内
容
と
す
る
「
水
道

法
改
正
法
案
」
に
は
、
官
民

連
携
の
推
進
も
大
き
な
テ
ー

マ
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
調
査
は
、
水
道
事
業

者
（
水
道
局
）
の
職
員
減
等

の
動
向
か
ら
今
後
ま
す
ま
す

官
民
連
携
が
進
む
と
予
想
さ

れ
る
な
か
で
、
各
会
員
組
合

が
包
括
的
な
官
民
連
携
な
ど

に
対
す
る
今
後
の
取
組
方
針

等
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎

資
料
と
す
べ
く
、
業
務
委

託
、
官
民
連
携
の
進
捗
状
況

等
を
お
尋
ね
し
、
と
り
ま
と

め
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。
お
忙
し
い
中
、
恐
縮

で
す
が
、
調
査
に
ご
回
答
頂

く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

○
管
工
事
組
合
に
お
け
る
水

道
分
野
の
業
務
受
託
等
の
状

況
に
つ
い
て

（
１
）
調
査
事
項　

各
単
組

の
水
道
事
業
者
か
ら
の
業
務

受
託
状
況
及
び
水
道
事
業
者

か
ら
の
民
間
企
業
へ
の
業
務

（
主
に
管
工
事
に
関
係
が
深

い
分
野
）
発
注
状
況
な
ど
。

（
２
）
調
査
方
法
等　

回
答

者
と
な
る
各
単
組
に
は
支
部

よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
支
部
に
お

か
れ
て
は
、
回
収
し
、
お
手

数
で
す
が
、
全
管
連
に
返
送

く
だ
さ
い
。

（
３
）
締
切　

平
成
三
十
年

七
月
十
七
日
（
火
）
。

（
４
）
お
問
合
せ　

全
管
連

事
務
局
（
電
話
〇
三
―
五
九

八
一
―
八
九
五
七
）
。

平
成
30
年
度
浄
化
槽
設
備
士

講
習
の
ご
案
内

　
（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

標
記
講
習
の
実
施
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。
浄
化
槽
法

第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号

に
規
定
す
る
浄
化
槽
工
事
に

関
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技

能
に
関
す
る
講
習
で
、
浄
化

槽
設
備
士
に
係
る
講
習
等
に

関
す
る
省
令
第
十
四
条
に
基

づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
及
び

環
境
大
臣
よ
り
当
セ
ン
タ
ー

が
指
定
講
習
機
関
と
し
て
指

定
さ
れ
、
実
施
す
る
も
の
で

す
。

１
、
講
習
内
容

（
１
）
講
習
時
間

　

三
十
七
時
間
（
五
日
間
）。

な
お
、
最
終
日
に
は
効
果
評

定
（
二
時
間
）
が
行
わ
れ
ま

す
。

（
２
）
教
科
目
及
び
時
間

　

①
浄
化
槽
概
論（
八
時
間
）

②
法
規
（
三
）
③
浄
化
槽
の

構
造
及
び
機
能
（
十
五
）
④

浄
化
槽
施
工
管
理
法
（
八
）

⑤
浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び

清
掃
概
論
（
三
）。

２
、
受
講
資
格

　

管
工
事
施
工
管
理
技
士

（
一
級
も
し
く
は
二
級
）
で

あ
る
こ
と
。

３
、
受
講
料　

　

八
万
六
千
七
百
円
（
浄
化

槽
管
理
士
で
講
習
教
科
目
一

部
免
除
希
望
者 

八
万
千
七

百
円
）。

４
、
開
催
会
場
及
び
日
程

　

下
表
参
照
。

◎
問
合
せ
先

　
（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
墨

田
区
菊
川
二
︱
二
十
三
︱

三
、
電
話
〇
三
︱
三
六
三
五

︱
四
八
八
〇
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.jeces.

or.jp

）。

平
成
30
年
度
浄
化
槽
管
理
士

試
験
の
ご
案
内

　

（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

標
記
試
験
の
実
施
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。

１
、
試
験
日　

　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
八

日
（
日
）
。

２
、
試
験
地

　

宮
城
県
、
東
京
都
、
愛
知

県
、
大
阪
府
及
び
福
岡
県
。

※
試
験
会
場
等
の
案
内
は
、

受
験
票
送
付
（
平
成
三
十
年

九
月
十
四
日
頃
発
送
予
定
）

の
際
に
ご
案
内
し
ま
す
。

３
、
試
験
科
目

　

①
浄
化
槽
概
論
②
浄
化
槽

行
政
③
浄
化
槽
の
構
造
及
び

機
能
④
浄
化
槽
工
事
概
論
⑤

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
及
び

修
理
⑥
水
質
管
理
⑦
浄
化
槽

の
清
掃
概
論
。

４
、
受
験
資
格

　

学
歴
、
実
務
経
験
は
一
切

問
い
ま
せ
ん
。

５
、
受
験
申
請
書
等
の
受
付

期
間
及
び
提
出
場
所

　

平
成
三
十
年
七
月
二
日

（
月
）
～
八
月
八
日
（
水
）

ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー
国
家

試
験
係
宛
に
提
出
。

　

受
験
申
請
書
を
郵
送
す
る

場
合
は
、
簡
易
書
留
で
送
付

し
て
下
さ
い
。
平
成
三
十
年

八
月
八
日
（
水
）
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。
持
参
す
る
場
合

は
、
受
付
期
間
中
（
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
の
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

で
す
。
受
験
申
請
書
を
受
理

し
た
後
は
、
受
験
地
の
変
更

は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

６
、
受
験
手
数
料

　

二
万
二
百
円
。

※
受
験
申
請
書
を
受
理
し
た

後
は
、
受
験
手
数
料
の
返
還

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

７
、
合
格
者
の
発
表

　

試
験
終
了
二
ヶ
月
以
内

に
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を

同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
発
表
す
る
と
と

も
に
、
郵
送
に
よ
り
合
格
者

に
合
格
証
書
を
交
付
し
、
不

合
格
者
に
は
成

績
及
び
不
合
格

の
旨
を
通
知
し

ま
す
。

８
、
受
験
申
請

書
　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

://

w
w

w
.jeces.

o
r.jp

）
を
参

照
。

９
、
問
合
せ
先

　

（
公
財
）
日

本
環
境
整
備
教

育
セ
ン
タ
ー
国

家
試
験
係
宛

（
〒
一
三
〇
―

〇
〇
二
四　

東

京
都
墨
田
区
菊

川
二
―
二
十
三

―
三
、
電
話
〇

三
―
三
六
三
五

―
四
八
八

一
）
。

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
中

・
回
答
期
限
７
月
17
日
（
火
）

・
各
単
組
か
ら
県
支
部
へ
回
答
く
だ
さ
い 全管連

︱
管
工
事
組
合
に
お
け
る
水
道
分
野
の

　
業
務
受
託
等
の
状
況
に
つ
い
て
︱

　

国
土
交
通
省
は
五
月
十
七

日
、
建
設
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

の
一
環
と
し
て
、
建
設
職
人

の
技
能
を
映
像
で
学
べ
る
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
建
設
技
能

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
略
称
：
建
ト
レ
）
』
を
作

成
し
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

:/
/
k
e
n
to

re
.

jp/

）
に
公
開
し
た
。

　

基
礎
編
（
二
十
二
職

種
）
、
職
長
編
（
六
職

種
）
、
指
導
者
編
の
三
編
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
等
に
よ
り

時
間
・
場
所
を
選
ば
ず
、
誰

で
も
無
料
で
利
用
で
き
る
。

　

各
職
種
の
作
業
に
従
事
す

る
方
の
学
び
直
し
の
た
め

に
、
企
業
等
で
の
新
人
研
修

の
た
め
に
、
建
設
業
へ
の
入

職
を
考
え
て
い
る
方
が
職
人

の
仕
事
を
知
る
た
め
に
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
詳
細
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク

ス
（
五
月
十
七
日
付
）
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
建
設

業
従
事
者
一
人
一
人
の
生
産

性
向
上
を
目
的
に
、
多
様
な

技
能
・
技
術
の
取
得
の
機
会

を
提
供
す
る
建
設
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
の
一
環
と
し
て
、
業

界
団
体
、
企
業
、
教
育
訓
練

施
設
等
の
監
修
・
協
力
の
も

と
、
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ

ー
を
運
営
す
る
職
業
訓
練
法

人
全
国
建
設
産
業
教
育
訓
練

協
会
が
制
作
し
た
。

○
「
建
ト
レ
」
収
録
内
容

①
基
礎
編
（
二
十
二
職
種
）

　

造
園
▽
建
築
板
金
（
内
外

装
板
金
）
▽
同
（
ダ
ク
ト
板

金
）
▽
冷
凍
空
気
調
和
機
器

施
工
▽
建
築
大
工
▽
か
わ
ら

ぶ
き
▽
と
び
▽
左
官
▽
タ
イ

ル
張
り
▽
配
管
▽
型
枠
施
工

▽
鉄
筋
施
工
▽
コ
ン
ク
リ
ー

ト
圧
送
施
工
▽
防
水
施
工
▽

樹
脂
接
着
剤
注
入
施
工
▽
内

装
仕
上
げ
施
工
（
床
仕
上

げ
）
▽
同
（
鋼
製
下
地
）
▽

同
（
ボ
ー
ド
仕
上
げ
）
▽
塗

装
▽
機
械
土
工
▽
圧
接
▽
エ

ク
ス
テ
リ
ア
専
門
工
。

②
職
長
編
（
六
職
種
）

　

と
び
工
▽
型
枠
大
工
▽
鉄

筋
工
▽
内
装
工
▽
塗
装
工
▽

電
気
工
▽
職
長
の
役
割
（
共

通
）
。

③
指
導
者
編

　

指
導
者
と
し
て
適
切
な
指

導
方
法
。

○
配
管
（
基
礎
編
）
の
目
次

・
安
全
作
業
の
ご
確
認

・
安
全
作
業
の
た
め
に

・
安
全
作
業

・
施
工
に
必
要
な
基
礎
知
識

・
基
礎
逃
げ

・
内
部
配
管

・
外
部
配
管

・
器
具
設
置

浄化槽設備士講習会　開催会場及び日程
会場 講　習　期　間 受　付　期　間 講　習　会　場 受　付　機　関

東京

平成３０年
６月１１日㈪～６月１５日㈮

平成３０年
５月１日㈫～５月１４日㈪（公財）日本環境整備教育

センター　２階大研修室
Tel　03-3635-4880

（公財）日本環境整備教育セン
ター
〒130-0024　
墨田区菊川2-23-3
Tel　03-3635-4880

平成３０年
１０月１日㈪～１０月５日㈮

平成３０年
８月２０日㈪～８月３１日㈮

千葉 平成３０年
１１月１９日㈪～１１月２３日㈮

平成３０年
１０月５日㈮～１０月１９日㈮

（一社）千葉県浄化槽協会
Tel　043-246-2355

（一社）千葉県浄化槽協会
〒260-0024　千葉市中央区中央
港1-11-1　Tel　043-246-2355

大阪 平成３０年
５月２８日㈪～６月１日㈮

平成３０年
４月１６日㈪～４月２７日㈮

エルおおさか
Tel　06-6942-0001

（一社）大阪府環境水質指導協
会
〒591-8032　堺市北区百舌鳥梅
町１丁24-3　Tel　072-256-1056

http://kentore.jp/

建設技能トレーニングプログラム「建トレ」
建トレ

文字だけでなく、動画で詳しく解説

建設技能トレーニングプログラム「建トレ」は、建設現場で働く技能者の皆さんに、効率よく技能を学んでいた
だくための研修プログラムです。
スマホ、タブレット、パソコンから、インターネットで簡単に閲覧できますので、建設現場での個人学習や企業
での講習会など、建設業の人材育成にご活用ください。

※「建トレ」は、富士教育訓練センターが国土交通省の委託事業により実施。

「建トレ」事業に関するお問い合わせ

協力：株式会社竹延、(株)ＫＭユナイテッド
動画提供：富士教育訓練センター

※

国土交通省
土地・建設産業局　建設市場整備課　
専門工事業・建設関連業振興室
(電話) ０３－５２５３－８２８２【直通】

職業訓練法人 全国建設産業教育訓練協会
富士教育訓練センター
(電話) ０５４４－５２－０９６８
担当：菅井・加賀美・名倉

日本マルチメディア・イクイップメント(株)
　
(電話) ０３－３２５９－１８４１
担当：森、永井、佐々木

アプリをダウンロードすればメモの
書き込みやしおりの挿入が可能

教材の内容に関するお問い合わせ 「建トレ」システムの操作に関するお問い合わせ

福岡 平成３０年
１１月２６日㈪～１１月３０日㈮

平成３０年
１０月１５日㈪～１０月２６日㈮

福岡県自治会館
Tel　092-651-1121

（一財）福岡県浄化槽協会
〒811-2412　糟屋郡篠栗町大字
乙犬966-2　Tel　092-947-1800

大分 平成３０年
７月２３日㈪～７月２７日㈮

平成３０年
６月１１日㈪～６月２２日㈮

全労済ソレイユ
Tel　097-533-1121

（公財）大分県環境管理協会
〒870-1123　大分市大字寒田字
下原409-40　Tel　097-567-1855

※講習会場は変更になる場合があります。また、受付期間中であっても、定員になり次第締め切る場合もありますので、申請する際にご確認下さい。



６２０１８年（平成30年）６月１日（金曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第７２１号 （　）

平
成
30
年
度
全
国
安
全
週
間

―
７
月
１
日
〜
７
月
７
日
―

新
た
な
視
点
で
み
つ
め
る
職

場　

創
意
と
工
夫
で
安
全
管

理　

惜
し
ま
ぬ
努
力
で
築
く

ゼ
ロ
災

　

厚
生
労
働
省
は
、
三
月
二

十
日
付
け
で
、
事
務
次
官
名

を
も
っ
て
本
会
会
長
宛
て
に

標
記
を
通
知
さ
れ
た
。
詳
細

は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
三
月
二

十
日
付
）
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

平
成
三
十
年
度
全
国
安
全
週

間
の
実
施
に
伴
う
協
力
依
頼

に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
産
業

界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働

災
害
防
止
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
広
く
一
般
の
安

全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動

の
定
着
を
図
る
た
め
、毎
年
、

全
国
安
全
週
間
を
主
唱
し
て

い
る
。

　

本
年
も
別
添
の
「
平
成
三

十
年
度
全
国
安
全
週
間
実
施

要
綱
」
に
基
づ
き
、
七
月
一

日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
を
安

全
週
間
、
六
月
一
日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
を
準
備
期
間

と
し
て
、「
新
た
な
視
点
で

み
つ
め
る
職
場　

創
意
と
工

夫
で
安
全
管
理　

惜
し
ま
ぬ

努
力
で
築
く
ゼ
ロ
災
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
全
国
一
斉

に
積
極
的
な
活
動
を
行
う
こ

と
と
し
、
格
段
の
ご
協
力
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◎
平
成
三
十
年
度
全
国
安
全

週
間
実
施
要
綱

１　

趣　

旨
（
概
要
）

　

全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和

三
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
て

以
来
、
一
度
も
中
断
す
る
こ

と
な
く
続
け
ら
れ
、
今
年
で

九
十
一
回
目
を
迎
え
る
。

　

こ
の
間
、
事
業
場
で
は
、

労
使
が
協
調
し
て
、
労
働
災

害
防
止
対
策
が
展
開
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
努
力
に
よ
り
、

労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減

少
し
、
平
成
二
十
九
年
の
労

働
災
害
に
つ
い
て
は
、
死
亡

災
害
が
三
年
ぶ
り
、
休
業
四

日
以
上
の
死
傷
災
害
が
二
年

連
続
で
前
年
を
上
回
る
見
込

み
で
あ
る
。

　

ま
た
、 

労
働
災
害
の
防
止

の
た
め
に
、
国
、 

事
業
者
、

労
働
者
な
ど
の
関
係
者
が 

重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
を

定
め
た 

「
第
十
三
次
労
働
災

害
防
止
計
画
」
が
、
平
成
三

十
年
度
を
初
年
度
と
し
て
新

た
に
展
開
さ
れ
る
。
働
く
方

一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
場
で
一
人
の
被
災
者

も
出
さ
な
い
と
い
う
理
念
の

下
、
日
々
の
仕
事
が
安
全
で

健
康
的
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
不
断
の
努
力
が
必
要
で

あ
る
。 

こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
更
な
る
労
働
災
害

の
減
少
を
図
る
こ
と
を
決
意

し
て
、
平
成
三
十
年
度
全
国

安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下

で
取
り
組
む
。

２　

期　

間

　

平
成
三
十
年
七
月
一
日
か

ら
七
月
七
日
ま
で
。
な
お
、

六
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日

ま
で
を
準
備
期
間
と
す
る
。

３　

主
唱
者

　

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働

災
害
防
止
協
会

４　

協
賛
者

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
、
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労

働
災
害
防
止
協
会
、
港
湾
貨

物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止

協
会
、
林
業
・
木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会

５　

協
力
者

　

関
係
行
政
機
関
、
地
方
公

共
団
体
、
安
全
関
係
団
体
、

労
働
組
合
、
経
営
者
団
体

６　

実
施
者　

各
事
業
場

７　

主
唱
者
、
協
賛
者
の
実

施
事
項
（
略
）

８　

協
力
者
へ
の
依
頼（
略
）

９　

実
施
者
の
実
施
事
項　

以
下
略
。

建
設
業
で
働
く
方
の
主
張
を

募
集
中
！

　

国
土
交
通
省
と
建
設
産
業

人
材
確
保
・
育
成
推
進
協
議

会
（
人
材
協
）
で
は
、
建
設

業
を
担
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の

意
識
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
一
般
の
人
た
ち
へ
建
設

業
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た

め
に
、
建
設
業
で
働
く
方
の

主
張
を
募
集
し
ま
す
。
建
設

業
が
も
た
ら
す「
夢
」や「
憧

れ
」、
建
設
業
の
仕
事
を
選

ん
だ
動
機
、
こ
れ
か
ら
就
職

し
よ
う
と
す
る
若
者
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

１
、
応
募
対
象　

建
設
業
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
方
。 

２
、
応
募
期
間　

平
成
三
十

年
五
月
七
日
（
月
）
〜
七
月

十
日
（
火
）（
当
日
消
印
有

効
）。 

３
、
応
募
テ
ー
マ　

建
設
業

が
も
た
ら
す
「
夢
」
や
「
憧

れ
」、
建
設
業
の
仕
事
を
選

ん
だ
動
機
、
自
分
の
目
標
や

仕
事
の
や
り
が
い
、
こ
れ
か

ら
就
職
す
る
若
者
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
、
応
募
者
自
身
の

言
葉
で
作
成
さ
れ
、
建
設
産

業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

４
、
応
募
形
式　

千
二
百
字

か
ら
二
千
字
（
四
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
で
三
〜
五
枚
以

内
）。
応
募
作
は
自
作
の
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。 

５
、
応
募
先　

応
募
者
が
所

在
す
る
各
都
道
府
県
の
建
設

業
協
会
等
、
ま
た
は
、
建
設

産
業
人
材
確
保
・
育
成
推
進

協
議
会
（
事
務
局
・
建
設
業

振
興
基
金
）
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

６
、
発
表　

平
成
三
十
年
度

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰
式
典
（
平
成
三
十
年
十

月
）
に
て
表
彰
予
定
。 

７
、
問
合
せ
先　
（
一
財
）

建
設
業
振
興
基
金　

経
営
基

盤
整
備
支
援
セ
ン
タ
ー
「
私

た
ち
の
主
張
」
係
、
電
話
〇

三
―
五
四
七
三
―
四
五
七

二
、 

全
管
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
四

月
二
十
五
日
付
）
を
参
照
。

建
設
業
の
未
来
を
担
う
高
校

生
へ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
中
！

　

国
土
交
通
省
と
建
設
産
業

人
材
確
保
・
育
成
推
進
協
議

会
で
は
、
建
設
業
へ
の
入
職

に
関
心
を
抱
い
て
頂
く
た
め

に
、
高
校
の
建
築
・
土
木
・

環
境
、
デ
ザ
イ
ン
学
科
な
ど

で
学
ん
で
い
る
在
校
生
を
対

象
と
し
て
将
来
の
建
設
業
で

活
躍
す
る
自
分
の
姿
、
自
分

で
造
り
た
い
建
物
な
ど
に
対

す
る
「
夢
」
や
「
憧
れ
」
等

に
つ
い
て
高
校
生
の
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
作
品

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

１
、
応
募
対
象

　

全
国
の
高
校
の
建
築
学

科
、
土
木
学
科
等
の
在
校
生

の
方
。

２
、
応
募
期
間

　

平
成
三
十
年
五
月
七
日

（
月
）〜
七
月
十
日（
火
）（
当

日
消
印
有
効
）。

３
、
応
募
テ
ー
マ

①
建
設
業
を
志
し
て
い
る
理

由②
建
設
業
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ③
好
き
な
建
物
、構
造
物（
ダ

ム
、
橋
梁
等
）
あ
る
い
は
将

来
造
り
た
い
建
物
等
。

④
建
設
業
へ
就
業
し
た
場
合

の
五
年
後
、
十
年
後
の
自
分

４
、
応
募
形
式

　

八
百
字
か
ら
千
二
百
字

（
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
で

二
〜
三
枚
以
内
）。
応
募
用

紙
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
原
則
と
し
て
学

年
単
位
で
作
品
を
選
定
（
五

作
品
）
し
、
建
設
産
業
人
材

確
保
・
育
成
推
進
協
議
会（
事

務
局
・
建
設
業
振
興
基
金
）

宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

六
作
品
以
上
送
付
の
場
合
は

審
査
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

５
、
問
合
せ
先

（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金

　

経
営
基
盤
整
備
支
援
セ
ン

タ
ー
「
高
校
生
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
係
、
電
話
〇
三
―

五
四
七
三
―
四
五
七
二
、
全

管
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
新
着

ト
ピ
ッ
ク
ス
（
四
月
二
十
五

日
付
）
を
参
照
。

全
国
設
備
工
業
教
育
研
究
会

　

第
54
回
広
島
大
会

７
月
31
日
よ
り
広
島
市
に
て

開
催
へ

  

公
立
工
業
高
等
学
校
の
設

備
工
業
科
等
二
十
四
校
が
加

入
す
る
全
国
設
備
工
業
教
育

研
究
会
（
会
長
・
植
田
篤
司

氏
（
大
阪
府
立
布
施
工
科
高

等
学
校
長
））
は
、
平
成
三

十
年
度
の
全
設
研
・
第
五
十

四
回
広
島
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
す
る
。
当
日
は
、
地

元
広
島
県
連
理
事
長
や
全
管

連
青
年
部
協
議
会
会
長
が
出

席
を
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
全
管
連
で
は
本
年

度
も
配
管
技
能
検
定
を
受
検

す
る
在
校
生
を
支
援
す
る
た

昨
年
の
静
岡
大
会
の
様
子

究
協
議
、
教
育
講
演
会
（
文

部
科
学
省
持
田
雄
一
教
科
調

査
官
）、
教
育
懇
談
会
②
第

二
日
目
（
八
月
一
日
）
教
育

講
演
会
（
広
島
工
業
大
学
・

首
藤
治
久
教
授
に
よ
る
講
演

会
）、
教
員
研
究
発
表
、
研

究
協
議
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
熱
中
症

予
防
を
広
く
国
民
に
呼
び
か

け
る
た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.

go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/kenkou_iryou/

k
e
n
k
o
u
/
n
e
tty
u
u
/

index.htm
l

）　

　

一
方
、
職
場
で
の
熱
中
症

予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、 

熱
中
症
予
防
の
普
及
啓
発
・

注
意
喚
起
に
つ
い
て

厚労省

（
別
掲
）
を
作
成
し
た
。
気

温
の
高
い
日
が
続
く
こ
れ
か

ら
の
時
期
に
備
え
、
国
民
一

人
一
人
に
対
し
て
熱
中
症
予

防
の
普
及
啓
発
・
注
意
喚
起

を
行
う
等
、
対
策
に
万
全
を

期
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
熱
中
症

　

ク
ー
ル

ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
、

熱
中
症
予
防

の
Ｐ
Ｒ
に
力

を
入
れ
る
。

建
設
現
場
な

ど
で
の
作
業

管
理
や
健
康

管
理
を
徹
底

す
る
よ
う
呼

び
か
け
る
。 

め
練
習
材
料
を
提
供
す

る
。

１
．
日
時　

平
成
三
十

年
七
月
三
十
一
日（
火
）

〜
八
月
一
日
（
水
）

２
．
主
管
校
・
事
務
局

　

広
島
市
立
広
島
工
業

高
等
学
校

３
．
会
場　

ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
２
１
広
島

４
．
内
容　

① 

第
一

日
目（
七
月
三
十
一
日
）

会
計
監
査
、
地
区
別
研
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９
日　

国
土
交
通
省
関
係
の

平
成
三
十
年
春
の
勲
章
伝
達
式

が
午
前
十
一
時
よ
り
、
東
京
都

港
区
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
て
行
わ
れ
、
松
本
常
務
、
阿

蘇
主
任
が
受
章
者
の
方
々
を
出

迎
え
た
。

11
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
平
成
二
十
九
年
度
第
二
回

監
事
会
が
午
後
三
時
三
十
分
よ

り
、
全
管
連
仮
事
務
所
に
て
行

わ
れ
、
秋
山
会
長
、
瀧
島
監
事
、

川
又
監
事
、
佐
藤
課
長
、
仲
村

主
任
が
出
席
し
た
。

同
日　
（
一
社
）
日
本
水
道

工
業
団
体
連
合
会
の
理
事
会
が

午
後
三
時
よ
り
、
東
京
都
新
宿

区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に

て
行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
が
出
席

し
た
。

15
日　

国
土
交
通
省
関
係
の

平
成
三
十
年
春
の
褒
章
伝
達
式

が
午
前
十
一
時
よ
り
、
東
京
都

千
代
田
区
の
同
省
に
て
行
わ

れ
、
阿
蘇
主
任
が
取
材
を
行
っ

た
。同

日　

平
成
三
十
年
度
登
録

配
管
基
幹
技
能
者
第
一
回
運
営

委
員
会
が
午
後
三
時
よ
り
、
東

京
都
中
央
区
の
空
衛
会
館
に
て

行
わ
れ
、
安
田
技
術
参
与
、
依

田
主
任
が
出
席
し
た
。

17
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
第
五
十
六
回
技
能
五
輪

全
国
大
会
に
係
る
合
同
委
員
会

が
午
後
一
時
よ
り
、
東
京
都
中

野
区
の
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て

行
わ
れ
、
綱
田
健
志
氏
、
仲
村

主
任
が
出
席
し
た
。

18
日　

第
五
十
六
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
競
技
委
員
会
第
二

回
「
配
管
分
科
会
」
が
午
後
二

時
よ
り
、
東
京

都
中
央
区
の

（
一
社
）
日
本

空
調
衛
生
工

事
業
協
会
に
て
行
わ
れ
、
松
本

技
術
副
部
長
、
綱
田
健
志
氏
、

佐
藤
課
長
、
仲
村
主
任
が
出
席

し
た
。

同
日　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
株
）
の

Ｔ
Ｄ
Ｙ
リ
モ
デ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
２
０
１
８
が
千
葉
県
千
葉
市

の
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
、
粕

谷
専
務
が
出
席
し
た
。

19
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
正
副
会
長
部
会
長
会
議
が

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、
第

百
十
三
回
理
事
会
が
午
後
一
時

よ
り
、
東
京
都
港
区
の
東
京
都

管
工
事
工
業
協
同
組
合
に
て
行

わ
れ
、
佐
藤
課
長
、
仲
村
主
任

が
出
席
し
た
。

21
日　

大
澤
会
長
、
松
本
常

務
、
上
田
局
長
が
午
後
三
時
よ

り
、
厚
生
労
働
省
に
て
牧
原
副

大
臣
へ
技
能
五
輪
全
国
大
会

「
配
管
職
種
」
に
お
け
る
設
備

工
業
科
在
校
生
出
場
枠
等
の
要

望
書
を
提
出
し
た
。　

同
日　
（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
に
よ
る
第
一
回

熊
本
地
震
給
水
装
置
被
害
状
況

報
告
書
作
成
委
員
会
が
午
後
三

時
よ
り
、
東
京
都
新
宿
区
の
同

財
団
に
て
行
わ
れ
、
委
員
と
し

て
、
熊
本
県
連
の
清
原
副
会
長

が
出
席
し
た
。

22
日　

第
二
百
十
五
回
総
務

部
会
が
午
後
二
時
よ
り
、
東
京

都
豊
島
区
の
全
管
連
仮
事
務
所

に
て
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は
次

の
通
り
。
松
田
副
会
長
、
伊
藤

部
長
、
佐
々
木
副
部
長
、
加
藤

委
員
長
、
櫻
井
副
委
員
長
、
粕

谷
専
務
、
松
本
常
務
、
上
田
局

長
、
佐
藤
課
長
、
鈴
木
課
長
、

阿
蘇
主
任
。

同
日　
（
一
社
）
日
本
環
境

衛
生
施
設
工
業
会
の
第
七
回
通

常
総
会
懇
親
会
が
午
後
五
時

三
十
分
よ
り
、
東
京
都
千
代
田

区
の
東
海
大
学
校
友
会
館
に
て

行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
が
出
席
し

た
。23

日　
（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団

と
の
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
管
検
定
の

実
施
方
法
等
に

つ
い
て
の
打
合
せ
が
午
前
十
時

よ
り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全
管

連
仮
事
務
所
に
て
行
わ
れ
、
粕

谷
専
務
、
松
本
常
務
、
上
田
局

長
、
依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

同
日　
（
一
社
）
日
本
空
調

衛
生
工
事
業
協
会
の
創
立
八
十

周
年
記
念
・
第
七
十
回
定
時
総

会
懇
親
会
が
午
後
五
時
三
十
分

よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
帝

国
ホ
テ
ル
東
京
に
て
行
わ
れ
、

松
本
常
務
が
出
席
し
た
。

25
日　
（
一
社
）
京
都
市
公

認
水
道
協
会
の
創
立
百
周
年
並

び
に
京
都
府
管
工
事
工
業
協
同

組
合
の
創
立
八
十
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
午
後
五
時
三
十

分
よ
り
、
京
都
府
京
都
市
の
京

都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
て
行
わ

れ
、
松
田
総
務
担
当
副
会
長
、

粕
谷
専
務
が
出
席
し
た
。

30
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
前
十
時
よ
り
、
東
京
都
新

宿
区
の
同
協
会
に
て
行
わ
れ
、

金
子
達
之
輔
氏
、
渡
辺
弘
幸
氏

が
出
席
し
た
。

同
日　

二
〇
一
九
年
版
「
全

管
連
手
帳
」
作
成
委
員
会
（
第

一
回
）
が
午
後
三
時
よ
り
、
東

京
都
豊
島
区
の
全
管
連
仮
事
務

所
に
て
行
わ
れ
、
阿
部
技
術
参

与
、
高
橋
技
術
参
与
、
安
田
技

術
参
与
、
綱
田
健
志
氏
、
鈴
木

課
長
、依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

31
日　
（
一
社
）
建
設
産
業

専
門
団
体
連
合
会
の
第
十
七
回

通
常
総
会
が
午
後
三
時
三
十
分

よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
東

海
大
学
校
友
会
館
に
て
行
わ

れ
、
松
本
常
務
が
出
席
し
た
。

全
管
連
の
う
ご
き

５月

福
岡
市
管
工
事
協
同
組
合

創
立
70
周
年
記
念
式
典
を
挙

行

（
一
社
）
京
都
市
公
認
水
道

協
会
の
創
立
100
周
年
並
び
に

京
都
府
管
工
事
工
業
協
同
組

合
の
創
立
80
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
を
挙
行

　

五
月
二
十
五
日
、（
一
社
）

京
都
市
公
認
水
道
協
会
（
会

長
・
馬
場
博
嗣
氏
）
創
立
百

周
年
並
び
に
京
都
府
管
工
事

工
業
協
同
組
合
（
理
事
長
・

馬
場
博
嗣
氏
）
創
立
八
十
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
京

都
市
の
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

式
典
に
は
、
地
元
選
出
の

衆
議
院
議
員
で
あ
る
前
原
誠

司
先
生
、
田
中
英
之
先
生
の

ほ
か
、
山
下
晃
正
・
副
知
事
、

門
川
大
作
・
京
都
市
長
は
じ

め
、
行
政
機
関
や
関
係
団
体

の
ほ
か
地
元
来
賓
が
多
数
出

席
さ
れ
た
。

　

水
道
協
会
は
大
正
七
年
に

前
身
の
京
都
市
指
定
水
道
工

事
請
負
業
者
組
合
と
し
て
創

立
さ
れ
、
組
合
は
昭
和
十
三

年
に
前
身
の
京
都
水
道
衛
生

工
事
業
組
合
と
し
て
創
立
さ

れ
、
以
降
、
両
団
体
共
に
関

係
諸
機
関
と
の
連
携
を
緊
密

に
保
持
し
つ
つ
業
界
の
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い

る
。

日
に
全
管
連
仮
事
務
所
に
お

い
て
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、（
一
）
第
三
百

三
十
四
回
理
事
会
［
第
五
十

八
回
通
常
総
会
に
提
出
す
る

議
案
に
関
す
る
件
］
①
平
成

二
十
九
年
度
事
業
報
告
書
及

び
決
算
関
係
書
類
承
認
②
平

成
三
十
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課

及
び
徴
収
方
法
決
定
③
平
成

三
十
年
度
借
入
金
残
高
の
最

高
限
度
決
定
④
役
員
補
充
選

挙
（
二
）
第
五
十
八
回
通
常

総
会
、
平
成
三
十
年
度
全
国

大
会
及
び
懇
親
会
の
運
営

（
三
）
事
務
局
の
組
織
改
善

（
四
）
技
術
参
与
の
委
嘱
及

び
常
設
委
員
会
委
員
の
選
任

（
五
）
賛
助
会
員
の
入
退
会

（
六
）
表
彰
候
補
者
（
七
）

そ
の
他
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。

２
０
１
９
年
版
全
管
連
手
帳

作
成
委
員
会
（
第
１
回
）
を

開
催

　

標
記
委
員
会
が
五
月
三
十

日
に
全
管
連
仮
事
務
所
に
お

い
て
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
①
二
〇
一
八
年

版
「
全
管
連
手
帳
」
販
売
報

告
②
二
〇
一
九
年
版
「
全
管

連
手
帳
」
進
行
予
定
③
技
術

資
料
の
検
討
見
直
し
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

平
成
30
年
度
版　

機
械
並
び

に
電
気
設
備
工
事
積
算
実
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ご
案
内

　

全
管
連
に
お
い
て
は
標
記

図
書
を
斡
旋
・
頒
布
い
た
し

ま
す
。
お
求
め
は
全
管
連
所

属
の
地
元
組
合
又
は
全
管
連

へ
お
申
込
下
さ
い
。

　

全
管
連
に
直
接
お
申
込
の

場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局

で
現
金
書
留
又
は
郵
便
振
替

（
口
座
番
号
〇
〇
一
一
〇
︱

六
︱
八
八
六
一
四
）
に
て
図

書
代
金
及
び
送
料
を
前
入
金

に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

両
図
書
は
、
公
共
建
築
工

事
積
算
基
準
、標
準
仕
様
書
、

標
準
図
に
準
拠
し
、
平
成
三

十
年
度
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
と
最
新
の
材
料
単
価
で

全
国
主
要
十
地
区
（
一
部
五

地
区
）
の
複
合
単
価
を
作
成

し
、
積
算
業
務
や
現
場
の
施

工
業
務
に
携
わ
る
方
の
た
め

に
使
い
や
す
く
、
簡
単
に
理

解
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
版　

機
械
並

び
に
電
気
設
備
工
事
積
算
実

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
共
通
）

①
編
集
・
発
行　
（
株
）
全

日
出
版
社
。

②
体
裁　

Ｂ
五
判
、
七
百
二

十
頁
。

③
定
価　

七
千
五
百
六
十
円

挨
拶
す
る
馬
場
理
事
長

（
税
込
）。

④
送
料
（
今
回
改
定
と
な
っ

て
い
ま
す
）　

一
冊　

五
百

八
十
円
、
二
～
三
冊　

七
百

二
十
円
、
四
～
六
冊　

九
百

六
十
円
、
七
～
九
冊　

千
百

七
十
円
、
十
冊
～
十
四
冊　

千
三
百
六
十
円
、
十
五
～
十

九
冊　

千
五
百
七
十
円
、
二

十
冊
以
上　

無
料
。

平
成
30
年
度
版　

積
算
実
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
積
算
講
習
会
の

ご
案
内

　
（
株
）
全
日
出
版
社
は
、

標
記
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
用
し

た
積
算
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
広
告
参
照
）

を
ご
確
認
下
さ
い
。

１
、
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
新
潟
会
場
・
Ｎ
Ｏ
Ｃ
プ
ラ

ザ
（
新
潟
卸
セ
ン
タ
ー
）

（
電
気
）
六
月
二
十
日
（
水
）

（
機
械
）六
月
二
十
一
日（
木
）

②
大
阪
会
場
・
新
梅
田
研
修

セ
ン
タ
ー

（
電
気
）六
月
二
十
六
日（
火
）

（
機
械
）六
月
二
十
七
日（
水
）

（
建
築
）六
月
二
十
八
日（
木
）

③
東
京
会
場
・
日
本
教
育
会

館（電
気
①
）七
月
十
二
日（
木
）

（
電
気
②
）七
月
十
七
日（
火
）

（
機
械
）
七
月
十
八
日
（
水
）

（
建
築
）
七
月
十
九
日
（
木
）

④
鹿
児
島
会
場
・
天
文
館
ビ

ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

（
電
気
）七
月
二
十
五
日（
水
）

（
機
械
）七
月
二
十
六
日（
木
）

２
、
講
義
内
容
（
九
時
三
十

分
～
十
六
時
三
十
分
）

①
国
土
交
通
省
に
係
る
積
算

の
契
約
関
係
と
情
報
に
つ
い

て
（
数
量
公
開
、
低
入
札
価

格
調
査
制
度
、
総
合
評
価
落

札
方
式
）

②
テ
キ
ス
ト
（
平
成
三
十
年

度
版
積
算
実
務
マ
ニ
ュ
ア

ル
）
に
つ
い
て
（
共
通
費
、

市
場
単
価
、
公
共
工
事
の
基

準
と
参
考
資
料
、
主
な
変
更

点
、
数
量
積
算
基
準
、
歩
掛
、

機
材
費
、
複
合
単
価
と
共
通

費
の
演
習
、
積
算
チ
ェ
ッ
ク

フ
ロ
ー
）

③
質
疑
応
答

３
、
受
講
料
（
税
込
）

　

一
講
座
受
講　

一
万
八
百

円
、
二
講
座
受
講　

一
万
九

千
四
百
四
十
円
、
三
講
座
受

講
（
東
京
・
大
阪
会
場
の
み
）

　

二
万
五
千
九
百
二
十
円　

※
受
講
料
と
テ
キ
ス
ト
代
は

前
払
い

４
、
テ
キ
ス
ト

　

平
成
三
十
年
度
版
積
算
実

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
各
七
千
五

百
六
十
円
・
税
込
）

※
ご
自
身
で
購
入
い
た
だ
く

か
、
講
習
会
の
申
込
と
同
時

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
後
者

の
場
合
、
講
習
会
当
日
に
会

場
受
付
で
お
渡
し
し
ま
す
。

５
、
お
問
合
せ
先

　
（
株
）
全
日
出
版
社
（
下

記
広
告
参
照
）。

道
局
水
道
事
業
管
理
者
を
は

じ
め
と
す
る
行
政
や
関
係
団

体
等
地
元
来
賓
が
多
数
出
席

さ
れ
た
。

　

同
組
合
は
昭
和
二
十
二
年

三
月
に
創
立
さ
れ
、
現
在
は

所
属
員
数
百
三
十
社
を
擁
し

て
い
る
。
特
に
、
災
害
対
応

と
し
て
、
平
成
十
七
年
に
福

岡
市
水
道
局
と
「
災
害
時
に

お
け
る
水
道
の
応
急
対
策
に

関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し
、

同
二
十
五
年
一
月
に
変
更
・

再
締
結
し
た
こ
と
を
受
け
、

災
害
対
策
協
力
団
体
と
し
て

承
認
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
生

活
に
不
可
欠
な
水
道
の
復
旧

に
貢
献
し
て
い
る
。

第
２
１
５
回
総
務
部
会
を
開

催
　

標
記
部
会
が
五
月
二
十
二

　

福
岡
市
管
工
事
協
同
組
合

（
理
事
長
・
藤　

成
德
氏
）は
、

五
月
二
十
五
日
、
福
岡
市
の

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
福
岡
に
て
創
立
七
十
周

年
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。

　

式
典
に
は
、
中
園
政
直
・

副
市
長
、
川
上
晋
平
・
市
議

会
議
長
、
清
森
俊
彦
・
市
水

第
２
回
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
大
賞
」
の
各
賞
を
決

定　

大
成
機
工
が
厚
労
大
臣

賞
を
受
賞

　

国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働

省
な
ど
六
省
は
五
月
十
八

日
、
第
二
回
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
大
賞
に
お
い
て
、

二
百
五
件
の
応
募
の
中
か

ら
、
計
三
十
二
件
（
各
賞
大

臣
賞
、
特
別
省
、
優
秀
賞
）

の
受
賞
者
を
決
定
し
た
。
主

な
各
省
受
賞
者
は
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

h
ttp

:/
/
w

w
w

.m
lit.

go.jp/report/press/

sog
o03_hh_000190.

htm
l　

　

同
大
賞
は
、
日
本
国
内
の

社
会
資
本
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
係
る
優
れ
た
取
組
や
技
術

開
発
を
表
彰
し
、
広
く
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国

の
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
関
わ
る
事
業
者
、
団
体
、

研
究
者
等
の
取
組
を
促
進

し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

の
理
念
の
普
及
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
平
成
二
十
九
年
度
に

創
設
。
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
国
民
会
議
に
参
加
す
る

六
省
（
国
交
省
、
厚
労
省
、

総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農

林
水
産
省
、
防
衛
省
）
が
所

管
す
る
イ
ン
フ
ラ
分
野
別
に

受
賞
者
を
選
定
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
は
、
八
月

九
日
（
木
）
に
各
省
合
同
で

行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
本
会
賛
助
会
員
の

大
成
機
工
（
株
）（
代
表
取

締
役
社
長
・
鈴
木　

仁
氏
）

が
「
不
断
水
で
設
置
可
能
な

継
手
部
補
強
金
具
に
よ
る
既

設
管
の
地
震
対
策
」
で
厚
生

労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

挨
拶
す
る
藤
理
事
長
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六
月
一
日
（
金
）
か
ら
七

日
（
木
）
ま
で
の
一
週
間
に

亘
っ
て
、
第
六
十
回
水
道
週

間
が
開
催
さ
れ
「
水
道
水　

安
全　

お
い
し
い　

金
メ
ダ

ル
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

水
道
に
つ
い
て
更
に
国
民
の

理
解
を
深
め
、
水
道
事
業
の

今
後
の
発
展
に
資
す
る
た

め
、
関
係
者
が
連
携
し
て
広

報
活
動
等
の
運
動
を
重
点
的

に
実
施
す
る
。

　

水
道
週
間
は
、
厚
生
労
働

省
及
び
水
道
週
間
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
都
道
府
県
が
主
催

し
、
協
力
団
体
と
し
て
全
管

連
は
じ
め
（
公
社
）
日
本
水

道
協
会
、（
公
財
）
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
等
の
十
団

体
が
参
画
し
て
い
る
。

　

全
管
連
で
は
、
平
成
八
年

か
ら
水
道
週
間
に
会
員
組
合

並
び
に
加
盟
の
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
き
て
お
り
、
今
年

度
も
、
本
会
賛
助
会
員
の
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
並
び
に
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

の
協
賛
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

「
地
域
密
着　

任
せ
て
安
心

　

安
心
・
安
全
な
水
道
を
応

援
し
ま
す
！
」
を
二
十
八
万

五
千
枚
作
成
し
、
組
合
に
配

布
し
て
い
る
。

　

チ
ラ
シ
は
、
地
元
組
合
加

盟
の
指
定
水
道
工
事
店
が
新

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
の
水

道
工
事
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
も
常
時
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
、
水

ま
わ
り
関
連
工
事
の
専
門
家

で
あ
る
信
頼
感
・
安
心
感
を

与
え
る
内
容
で
、
会
員
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
随
時
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
及
び
組
合
や
企

業
名
等
を
ネ
ッ
ト
で
書
き
込

ん
で
印
刷
が
で
き
る
。

　

組
合
や
指
定
水
道
工
事
店

の
Ｐ
Ｒ
に
本
チ
ラ
シ
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

水
道
週
間
等
を
通
じ
て
、
本

チ
ラ
シ
を
利
用
し
た
各
地
で

の
活
動
報
告
や
市
民
向
け
の

Ｐ
Ｒ
活
動
の
事
例
を
本
会
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
機
関

誌
「
全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ここに名入れできます。

第
60
回
水
道
週
間　

６
月
１
日
〜
７
日

地
元
組
合
加
盟
の
指
定
水
道
工
事
店

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

会
員
専
用
Ｈ
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
名
入
れ
可
能

チ
ラ
シ
に
組
合
や
会
社
名
を
載
せ
て
活
用
を
！

第
60
回
水
道
週
間
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
　 

　
　
　
　
　
日
本
水
道
協
会

　

 

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

は
、
第
六
十
回
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

水
道
に
つ
い
て
更
に
国
民
の

理
解
と
関
心
を
高
め
、
公
衆

衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
水

道
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に

資
す
る
事
を
目
的
と
し
、
水

道
週
間
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

た
。

　

同
ポ
ス
タ
ー
は
、
関
係
機

関
を
は
じ
め
広
く
各
方
面
に

配
布
を
行
い
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
は
日
水

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.jw
w
a.

or.jp/info/info_01_60.

htm
l

　

な
お
、
本
会
で
は
、
同
協

会
作
成
の
ポ
ス
タ
ー
を
各
都

道
府
県
支
部
に
配
布
し
ま
し

た
。 

水
道
週
間
に
係
る
広
報
資
料

の
ご
案
内
　
日
本
水
道
協
会

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

で
は
、
毎
年
、
水
道
週
間
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
広
報
活

動
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
の
広
報
資
料

を
作
成
し
実
費
で
頒

布
し
て
い
ま
す
。（
各

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
価

格
は
五
十
冊
単
位
。

税
込
）

①
「
み
ん
な
の
水
道

２
０
１
８
」Ｂ
五
判
・

８
頁
、
二
千
百
六
十

円
。（
写
真
右
）

②
「
水
道
の
話
シ
リ

ー
ズ
第
52
集
―
災
害

に
備
え
る
水
道
―
」

Ｂ
五
判
変
形
・
８
頁
、
千
六

百
二
十
円
。（
写
真
左
）

◎
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

調
査
部
調
査
課
広
報
係　

電

話
〇
三
―
三
二
六
四
―
二
三

五
九
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
二

六
四
―
二
二
〇
五
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

：
//w
w
w
.jw
w
a.or.jp

）
よ

り
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
（suidou@

jw
w
a.or.jp

）
に
て
お
申

込
下
さ
い
。




